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よう じょう 


使用 上 の こ 


@ こ の ディ スク は 家庭 用 ビデ オ ゲ ー ム ・ コ ン ピ ュ ー タ “PlayStation” 専用 の ソフ ト で す 。 他 の 機種 で お 使い に 
な る と 、 機 器 等 の 故障 の 原因 や 革 等 の 身体 に 悪い 影響 を 与え る 場合 が あり ます の で 絶対 に お や めく だ さい 。 


@ こ の ディ スク は LNTS で | さ ] マー ク あ る い は の 表記 の ある 日 本 国内 仕様 の 
“PlayStation" に の み 対 応 し て いま す 。 海外 仕様 "PlayStation で は 使用 で きま せん 。 の 「 解 説 書 」 お よび 


よう ほう ほぼ 


“PlayStation” 本体 の 「 取 扱 説明 書 安全 の た め に 」 を よく お 読み の 上 正しい 使用 方 法 で ご 愛用 くだ さい 。 
⑯⑮ こ の ディ スク を “PlayStation 本 体 に セッ ト す る 場合 、 必 ず レ ー ベル 面 (タイ トル 等 が 印刷 され て いる 面 ) を 


上 に し て くだ さい 。 また 、 中 央 部 分 を 軽く 押 込み ディ スク を 疫 定 きせ て くだ さい 。 @ ブ レイ 終了 後 
"PlayStation「 本 体 か ら ディ スク を 取り 出す 場合 は 、 本 体 の オー プン ボタ ン を 押し 、 ディ スク の 回 転 が 完全 に 
止ま っ た の を 確認 8 し て か ら 行っ て くだ さい 。 回 転 中 の ディ スク に 触れ る と 、 けが を し た り デ ィ ス ク を 傷つけ た り 
本 体 の 故障 の 原因 に な り ま す の で 、 絶対 に お や めく だ さい 。 @ デ ィ スク は 両 面 と も 、 指紋 、 汚れ 、 傷 等 を つけ な いよ 
うに 取り 扱っ て くだ さい 。 また シー ー ル 等 を 貼付 し た り 、 負 筆 、 ペ ン 等 で 文字 や 絵 を 書か の な いで くだ さい 。 坦 ディ ス 
ク が 汚れ た 時 は メ ガ ネ ふ き の よ うな 柔らか い 布 で 、 内 周 か ら 外 周 に 向かっ て 放射 状 に 軽く 拭き 取っ て くだ さい 。 
その 時 、 レコ ー ド 用 クリ ー ナ ー や 溶 』 剤 等 は 使用 し な いで くだ さい 。 @ ひ び 割 れ れ や 変形 し た ディ スク 、 あ る い は 
接 症 剤 等 まで 補修 され た ディ スク は 誤 作動 の 原因 に な り ます の で 絶対 に 使用 し な いで くだ さい 。 @ 上 直射 日 光 の あ 
た る 場所 、 曖 房 機器 の 近く 等 高温 の 所 に は 保管 し な いで くだ さい 。 また 、 湿 気 の 多い 所 も 避け て くだ さい 。 欠 ケ 
ー ス や ディ スク の 上 に 、 、 重 いも の を 置い た り 落と し た りす る と 、 破損 し けが を する こと が あり ます の で 絶対 に お や め 


くだ さい 。 @ フ レイ 終了 後 は ディ スク を ケー ス に 戻し 、 幼 ! 児 の 手 の 届 か な い 場 所 に 保管 し て くだ さい 。 @ お客様 
の 誤っ た お 取り 扱い に より 生じ た キズ 、 破損 等 に 関し て は 補償 いた し か ね ます の で 、 あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


の PlayStaNOR 本 体 を スク リー ン 投影 2 式 の テレ ビ ( プ ロジ ェクション ・ テレ ビ ) に は 絶対 接続 し な いで くだ 
さい 。 残像 光量 に よる 画面 焼け が 生じ る こと が あり ます 。 坦 ソフ ト に よっ て は メモ リー カー ド が 必要 な 場合 が 


か くに ん 


あり ます 。 「 解 四 間 5 し て くだ さい 。 





忌 、 





@⑯ プ レイ する 時 は 健康 の た め 、 1 時 間 ご と に 約 15 分 の 休憩 を 取っ て く だ さい 。 @ 疲 れ て いる 時 や 狂 眠 不足 の 時 は 
プレ イ を 避け て く だ で い 。 プレ イ す る 時 は 部 屋 を 明る くし 、 な る べく テレ ビ 画 面 か ら 離 れ て く だ さい 。 夫 ご く < く 
まれ に 、 強い 光 の 刺激 を 受け た り 、 点滅 を 繰り 返す テレ ビ i 画面 を 見 て いる と 、 一 時 的 に 筋肉 の けい れん や 意識 
の 衰 失 等 の 症状 を 起こ す 人 が いま す 。 こ うし た 経験 の ある 方 は 、 事前 に 必ず 医師 と 相談 まし て くだ さい 。 また 、 
プレ イ 中 の 画面 を 見 て いて この よう な 症状 が 起き た 場合 は 、 すぐ に 中 止 し 医師 の 診察 を 受け て くだ さい 。 
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